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20 棟の土蔵群のうち，街道に面した屋敷内西側の，表門・番小屋の左手に 3 棟の土蔵が並び立って








土蔵の保存性の高さが再評価されてもいる［宮川 ,2002:pp.38-39］。しかし，1870 年（明治 3 年）12 月
17 日に勃発した須坂騒動の際，1500 ～ 1600 人もの一揆勢は容赦なく田中本家の土蔵群を襲撃して
火をかけ，焼け残った土蔵はわずか 1 棟のみで，居宅・酒蔵はことごとく焼失したといい，損害額は 7 万





あったという。久々にその封印が解かれたのは，第二次大戦後の 1951 年（昭和 26 年）のことであっ
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は，後述する1894 年（明治 27 年）時の雛飾図を参考にし，ほぼ忠実にそれに従ったものであった。
その後の田中本家では 5 ～ 6 年に 1 度，虫干しを兼ねて雛飾りをおこなってきたといい，屋敷内
の中央にある客殿（今日の迎賓館）の 2 階座敷に，三方の壁に沿ってぎっしりと雛段を並べ，座敷
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　大平　栄螺，雪割茸，相良麩
この 1849 年（嘉永 2 年）時の献立はひときわ豪華であって，久々に初節供祝がなされたためで
あった。第 5 代当主，新十郎信秀（主水）と先妻慶（4 代当主新十郎信堅の妻，峯が慶と改名して
弟と再縁）との間に生れた娘，於棹が 4 代当主の長男五八郎家に嫁ぎ，生まれた娘が於袖で，当時
は田中本家に同居をしていた。第 5 代当主にとっての初孫であった於袖は，1848 年（嘉永元年）10








　　　             注）出生年を（　）内に示す。
初代新八△ ○婦代
（1699年）
２代　　△ ○ 　△　 　○　 　△ 　△ 　△
新十郎信房 もよ 仲右衛門 於こん 傳右衛門 新五 平左衛門
（1735年） 信貞 房綱 右衛門 　
３代
新十郎信厚 △ 　○　 ○　 △ △
（1766年） 　民 於満寿 傳十郎 園右衛門
４代新十郎 △　○ 　○　慶 ○　　△　 　○ △ 　△
信堅・左治馬 　　峯 　伊代 　　５代 　古宇 累右衛門 　増蔵
（1798年） 　　新十郎
　　信秀・
五八郎 　△　 ○於棹 　　主水 ひで○　 △６代 　△ 　△ 　△
（1829年）　（1803年） 　新十郎 　信則 士郎 半兵衛
　信誠
（1838年）
於袖○      ７代新十郎△　○ ８代佐賀
（1848年）  力之助（1867年） （1868年）
９代 △　○  　　○薫
新十郎三次 　　10代  （1899年）
（1833年） 　　田鶴 （1894年）
　
11代太郎 　△　○ 久美子 ○
（1933年） （1928年） ちよふ
（1916年）
12代宏和 △　○  ○ ○









































を逃れて守られた名品中の名品が，今も残る 5 点 16 体ではなかったろうか。その 5 点中には，享
227
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№ 名称 計測値 備考 写真
 1-1 内裏雛（男雛） 　 享保雛 3
 1-2 内裏雛（女雛） 享保雛 4
 2-1 五人囃子（平太鼓） 240
 2-2 五人囃子（大皮鼓） 240 　 5
 2-3 五人囃子（小鼓） 240
 2-4 五人囃子（笛） 240
 2-5 五人囃子（謡） 240
 3-1 若殿様子供行列（犬曳） 249 原舟月作と伝えられる 6
 3-2 若殿様子供行列（若侍） 250 原舟月作と伝えられる 6・7
 3-3 若殿様子供行列（春駒若殿） 233 原舟月作と伝えられる 6・7
 3-4 若殿様子供行列（弓持） 240 原舟月作と伝えられる 6・7
 3-5 若殿様子供行列（槍持） 250 原舟月作と伝えられる 6・7
4 菊慈童 234 　 8
 5-1 業平東下り（左笠持） 105 　 9
 5-2 業平東下り（在原業平） 155 　 9
 5-3 業平東下り（右笠持） 105 9
6 リボンの娘 157 名称は仮称（明治期のものか）











































いて，1790 年（寛政 2 年）の雛市改めで華美に過ぎたその作品が幕府に摘発され，咎めを受けたこ
とで知られる舟月は，もちろん 2 代目である。2 代舟月は 1768 年（明和 5 年）生まれで没年は 1844
年（天保 15 年）とされ，その製作期は寛政～天保初期（1790 ～ 1835 年）の約 45 年間といわれている
［是澤 ,2003:pp.44-45］。
「若殿様子供行列」は装束が豪華で持物の細工も精緻であり，田中本家の雛人形の中でも最高位













近世期の雛人形としては，これら以外にも№ 4 の「菊慈童」と（写真 8），№ 5-1 ～ 5-3 の「業平

















子（№ 2-1 ～ 2-5）」を置き，3 段目には両脇に角徳利，その内側に裸人形一対（鞨鼓持・鯛持），中
央に「菊慈童（№ 4）」と「町女房（№ 7）」とが配置される。4 段目には膳一対・鉢・湯桶などが置






いるので，これについても見ておかねばならない。それは 1870 年（明治 3 年）の三月節供の際に，
備忘録として記録されたものと思われる「雛餝附順席（午三月上巳改之）」と題された雛段の見取




のを紹介してみたことがあるものの，1929 年（昭和 4 年）のものに過ぎず，田中本家の資料よりも
60 年も新しい［長沢 ,2006:pp.1-5］。








であることがわかる。さらに，雛飾図上に登場する雛人形群の中には，後述する 1894 年（明治 27
231
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萌黄内裏　　　　　　黒大内裏　　　　　　　黒内裏
　　　　　　　　　　（№ 1-1・1-2）
随身　　ﾀｲｺ　ﾙﾘｷﾞ　大ﾂﾂ ﾐ゙　小ﾂﾂ ﾐ゙　ﾌｲ　白ｷ ﾔ゙  ｳﾀｲ　　随身
 ﾔﾏﾝ　　　　　　　　　　　 ﾏﾝ
　　　　（№ 2-1） 　   （№ 2-2）  （№ 2-3）（№ 2-4） 　 （№ 2-5）
太鼓　　　ｶｯｺ　　　ｺﾄ　　　ﾋ ﾊ゙　　　ｼｬｳ　　　横笛　　　ﾋﾁﾘｷ
能狂言　　ｺｲ大　　ｷﾔﾏﾝ　　　ｲﾀｸﾗ　 ｲﾀｸﾗ　    ﾂﾙ大　　車ﾋｷ
　　　　　　ﾄｸﾘ　　 燭ﾀ ｲ゙　　  ｷ ﾔ゙ﾏﾝ   ｷ ﾔ゙ﾏﾝ　   ﾄｸﾘ
ﾀｶ　　ﾋｼﾓﾁ　　 子供行　　 菓子　　 ﾅﾘﾋﾗ東　　小人ｼ ﾏ゙　  高尾
ｼ ｬ゙ｳ　　　 　    列五人　　 一丁　　 ｸﾀﾞﾘ　　　老若女中    明神












判明する。従って雛飾図の作成年代は，1833 年（天保 4 年）～ 1893 年（明治 26 年）の 60 年間に限
定されることとなる。そして，この 60 年間における午年の候補ということになると，1834 年（天
保 5 年）・1846 年（弘化 3 年）・1858 年（安政 5 年）・1870 年（明治 3 年）・1882 年（同 15 年）が
















































「子供行列五人」とあるのは，もちろん現存の「若殿様子供行列（№ 3-1 ～ 3-5）」のことであるし，
「ナリヒラ東クダリ」とは今ある「業平東下り（№ 5-1 ～ 5-3）」のことで，もっとも重要な人形群が















ろう。また，この雛飾図に「午三月上巳改之」と記されているからには，この 1870 年（明治 3 年）
という年に女児の初節供祝がなされたものと見るべきで，それは第 6 代当主であった田中新十郎信
誠の長女，田中佐賀の祝ではなかったかと筆者は推定している。佐賀は夫である第 7 代当主新十郎
力之助に先立たれた後，第 8 代当主となるわけであったが，その生年は 1868 年（明治元年）で，通
常ならばその翌年の 1869 年（同 2 年）3 月に初節供祝がなされねばならなかった。ところが，維新
にともなう藩行政の混乱があり，藩主が江戸表で割腹自殺をはかったことにともなう服喪というこ
となどもあって，田中本家では祝事を自粛していたとも考えられる。ために佐賀の初節供祝は，さ
らにその翌年の 1870 年（明治 3 年）3 月になされたのではなかったろうか。そうに考えれば，すべ
てのつじつまが合うことであろう。さらに想像をたくましくするならば，№ 5-1 ～ 5-3 の「業平東下
り」などは，その時に購入されたものではなかったろうか。雛飾図の描かれた年代推定は，きわめ
て複雑な社会事情の流れの中における絶妙なタイミングの内に求めるべきであって，まさにそれは






今回の調査においては計 40 点 93 体を数え上げることができた（表 3）。そして，それらのうちの計






の身内親族が計 4 点 14 体の人形を求めて田中本家へ贈っていることがわかるが，当主力之助自身
が東京日本橋で買い付けさせた計 20 点 48 体には遠く及ばない。しかも，その 20 点 48 体とは領収
























（№ 13-1・13-2・写真 15）」・「楽太鼓二人立（№ 14-1・14-2）」・「宇津保（№ 16-1 ～ 16-3）」・「弁慶勧進帳
（№ 17-1 ～ 17-3）」・「三條小鍛冶（№ 18-1・18-2）」・「能人末広（№ 19-1・19-2・写真 16）」などの組人形
235
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№ 名称 計測値 寄贈時 寄贈者 人形の製造者 販売者 備考 写真















































 5-1 内裏雛（男雛） 215 1894 　
 5-2 内裏雛（女雛） 210 1894 　













































 11-1 二号随身（左大臣） 190 1894 鳳雲斎玉舟 
（東京日本橋）
箱書「随身」，ラベル②
 11-2 二号随身（右大臣） 190 1894 鳳雲斎玉舟 
（東京日本橋）
箱書「随身」，ラベル②


































































































































































 23-1 三号随身（左大臣） 190 1894
 23-2 三号随身（右大臣） 190 1894










 25-1 舞姫二人立（右） 174 1894 台座は別物で「加藤清正の虎退治の台」
とも墨書あり
 25-2 舞姫二人立（左） 174 1894 台座は別物で「加藤清正の虎退治の台」
とも墨書あり
 26-1 小型内裏雛（男雛） 99 1894 鳳雲斎玉舟 
（東京日本橋）
箱書「小形内裡」，ラベル②
 26-2 小型内裏雛（女雛） 92 1894 鳳雲斎玉舟 
（東京日本橋）
箱書「小形内裡」，ラベル②
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 29-1 一号小型五人囃子 
（平太鼓）





 29-2 一号小型五人囃子 
（大皮鼓）





 29-3 一号小型五人囃子 
（小鼓）





 29-4 一号小型五人囃子 
（笛）





 29-5 一号小型五人囃子 
（謡）





 30-1 二号小型官女 
（提銚子）
66 1894 光玉 箱書「小形官女，此箱翌ニスベカラズ，光
玉（印）」，ラベル③
 30-2 二号小型官女 
（島台）
120 1894 光玉 箱書「小形官女，此箱翌ニスベカラズ，光
玉（印）」，ラベル③
 30-3 二号小型官女 
（長柄銚子）
67 1894 光玉 箱書「小形官女，此箱翌ニスベカラズ，光
玉（印）」，ラベル③
 31-1 二号小型五人囃子 
（平太鼓）
50 1894 箱書「小形五人囃子」
 31-2 二号小型五人囃子 
（大皮鼓）
74 1894 箱書「小形五人囃子」
 31-3 二号小型五人囃子 
（小鼓）
70 1894 箱書「小形五人囃子」
 31-4 二号小型五人囃子（笛） 52 1894 箱書「小形五人囃子」
 31-5 二号小型五人囃子（謡） 50 1894 箱書「小形五人囃子」


























 33-1 中型随身（左大臣） 190 1894 田中文平 箱書「中形随身，但田中文平祝品」
 33-2 中型随身（右大臣） 194 1894 田中文平 箱書「中形随身，但田中文平祝品」





 35-1 琴と三味線（琴） 160
 35-2 琴と三味線（三味線） 166
36 神武天皇 380 台座は別物で「為朝」との墨書あり
37 竜宮乙姫 440 台座に「五月」との墨書あり
38 翁 236
39 竹内宿禰 184 台座は別物で「鷹匠」との墨書あり
40 恵比須 216
注） 計測値は台座を含めない全高で表示し，単位はmm。№23・38は今回の調査で確認できなかったが，田中本家博物館の収蔵台帳に記載され
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がみな玉舟作で，玉舟作の雛人形は計 18 点 45 体を数える。これに対して一峯作は三人官女・五人囃子・
高砂などのほか，「二柱神（№ 7-1・7-2）」・「柳原権典侍（№ 9・写真 14）」・「能人石橋（№ 20-1・20-2・写
真 17）」・「飾馬（№ 24-1・24-2）」などがあり，計 8 点 19 体を数える。これらについても購入時の領収証
がほとんど残されていて，購入価格なども知ることができる。玉舟・一峯以外では，光玉作の「小型三人
官女」が 1 点 3 体，三越呉服店作が 1 点 1 体あるに過ぎない。なお玉舟作五人囃子（№ 12-1 ～ 12-5）
は，大太鼓・小太鼓・笙・竜笛・篳篥で構成される雅楽版の五人囃子であって，先述した近世期の「楽
人七人立」に通ずるものがあり，なかなかに興味深い。また，「小型内裏雛（№ 26-1・26-2）」・「小型三
人官女（№ 27-1 ～ 27-3・30-1 ～ 30-3）」・「小型随身（№ 28-1・28-2）」・「小型五人囃子（№ 29-1 ～ 29-5・
























































が，いずれも田中田鶴の初節供祝にともなうもので，1894 年（明治 27 年）3 月に東京日本橋の老舗
雛人形商から直接，まとめてたくさんの雛人形が購入された際の資料である。この時代には，すで
に新暦が普及・定着しており，そのことがかえって地方における年中行事の中暦（月遅れ）化を促
進する結果となって，信州の三月節供は新 4 月になされるのが通例となっていた。新暦節供の新 3
月直前に比べて人形の市販価格も下がっており，購入者側にとっては，節供の買物が非常に有利で
あったと伝えられてもいる。だからこそ領収証類の記された日付は，いずれも 1894 年（明治 27 年）





























ここからわかるように田中本家では，この年の 3 月 6 日にまず「小型随身」と「一号小形官女」
とを金 2 円で購入しており，とりあえずは 2 組の芥子雛のみの買物にとどめている。しかし，その





11 日の買物の分をもあわせれば，計 6 点 14 体が別に購入されているのであり，一峯への支払い額



























権典侍」・「飾馬」の 6 点 14 体であって，これらも
また田中本家の収蔵人形群中で重要な位置を占め
るものであった。この年の玉舟・一峯の双方に支
































　　     　写真19　一峯の領収証　　
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3–3　改訂された雛飾図資料
この明治期における雛人形コレクションの充実によって，田中本家の雛段の装飾様式も，大掛か
りな改訂がくわえられることとなった。こうして作られた新たな雛飾図が，1894 年（明治 27 年）
のそれであって，以下にそれを掲げてみることにしよう（写真 24 ～ 25・表 5）。すでに掲げた 1870





に見た 1894 年（明治 27 年）における雛人形の大量購入によって，もはやそうしなければならない
までに，人形の数が一挙に増えている。5 つの雛段はそれぞれ，「奥檀」・「添檀之壱」・「添檀之弐」・
「小人雛棚」・「裸雛」と呼ばれているが，もっとも中心的な位置を占めるものは，もちろん「奥檀」
































（№ 3-1・3-2） 　 　　   （№ 1-1・1-2）   　  　   （№ 2-1・2-2）
左大臣　　　柳原　　　官女三人　　　犬曳　　　右大臣
　　　　典侍　　　　　　　　　　官女　　　　
　（№ 10-1） 　（№ 9） 　 （№ 6-1 ～ 6-3）　  （№ 8）   　 （№ 10-2）
楽太鼓　 　瓢形　 五人囃子　 　瓢形　 　高砂　　高砂
二人立 　　徳利　　　　　　　　徳利　　　男　　　女
（№ 14-1・14-2）　　（№ 12-1 ～ 12-5）　　　 （№ 15-1）　（15-2）
三條小鍛　　　　勧進帳　　　　うつぼ　　　　末　廣
治二人　　　　　三人　　　　　三人立　　　　二人立
　（№ 18-1・18-2）（№ 17-1 ～ 17-3）（№ 16-1 ～ 16-3）（№ 19-1・19-2）
ぼん　　　古殿樣従　　　古和歌　　　古二曲　　石　橋　　ぼん
ぼり　　　者五人立　　　三人立　　　　　　　　二人立　　ぼり





（№ 7-1・7-2）   　　   （№ 5-1・5-2？）　　　 （№ 13-1・13-2）
小徳利　　　左大臣　　　五人囃子　　　右大臣　　　小徳利
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「奥段」の 2 段目には中央に玉舟作「三人官女  （№ 6-1 ～ 6-3）」を置き，標準的な配置となってい
るが，その左右に「柳原権典侍（№ 9）」と「犬（狆）曳官女（№ 8）」を並べて，官女物の人形ばか
りで統一しており，一番外側に左大臣（№ 10-1）・右大臣（№ 10-2）の随身を配して，官女たちを



















（№ 28-1）  　 　       （№ 27-1 ～ 27-3）   　 　         （№ 28-2）
五人囃子















次の「添檀之壱」は 5 段構成で，雛段は 1 段ずつ低くなっていく。最上段の内裏雛は 1894 年（明
治 27 年）購入の中型内裏雛（№ 5-1・5-2 ？）と推定されるが，両脇を固める「二柱神（№ 7-1・
7-2）」と「神功皇后（№ 13-1・13-2）」との大きさのバランスを配慮すれば，そう考えるのが自然で
あろう。この最上段は，神話的テーマのもとに統一されていることとなる。2 段目の中央には「二
号五人囃子（№ 22-1 ～ 22-5）」が置かれ，それをはさんで「二号随身（№ 11-1・11-2）」と小徳利が
脇を固めている。3 段目には「布袋」・「稲荷」・「勧進帳」・「花持為朝」などといった人形群が登場
するが，1894 年（明治 27 年）以前に購入されたものと思われ，「飾り馬（№ 24-1・24-2）」以外は
現存しない。4 段目の「長顔」・「関兵衛」・「三条小鍛冶」についても同様で，その後の時代に失わ
れてしまったものと推察され，残っているのは「業平三人立」と「菊童子」のみである。いうまで
もなく「業平三人立」は近世期の「業平東下り（近世№ 5-1 ～ 5-3）」，「菊童子」は「菊慈童（近世











2 段目の「随人」は「小型随身（№ 28-1・28-2）」のこと，「官女三人」は「一号小型官女（№ 27-1
～ 27-3）」のことで，いずれも現存する。3 段目の「五人囃子」は，「一号小型五人囃子（№ 29-1 ～
29-5）」のことであったろう。さて，最後の「裸雛」は 3 段構成となっており，裸雛すなわち着せ替
え人形としての市松人形が並べられ，女児らがそれらを手に取って，手作りの衣裳を着せて遊んだ
ものと思われる。以上の 5 つの雛段飾りは，1894 年（明治 27 年）における田中田鶴の初節供祝を
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4　大正期の雛人形
4–1　大正期の雛人形の特色
大正期の雛人形は田中本家の人形コレクションの中で最大の数量を持っており，総計 56 点 122 体
を数えるが（表 6），全体が大きく二群に分かれるのであって，ひとつが田中本家の直属コレクショ
ン（№ 1 ～ 31），もうひとつは親類筋にあたる鈴木家のコレクション（№ 32 ～ 56）である。計 31
点 70 体を数える前者をここでは「田中本家群」，計 25 点 52 体を数える後者を「鈴木家群」と呼ぶ
ことにしよう。双方に属するすべての人形の購入年が判明しており，田中本家群は 1917 年（大正 6
年），鈴木家群は 1925 年（大正 15 年）となっていて，その寄贈者もすべてわかっており，表中に見
る通りである。田中本家群の人形類は田中本家の第 9 代当主であった田中新十郎三次の長女，田中
ちよふの初節供にかかわる祝品がそのすべてを占めており，同女はその前年の 1916 年（大正 5 年）
に出生していて，翌 1917 年（同 6 年）4 月に初節供祝がなされることとなった。田中ちよふの生母


























































いた。1912 年（明治 45 年）版『長野市街明細図』を見ると善光寺参道左側，長野郵便局の北隣に
「中越塗物店」の名が記されており，1917 年（大正 6 年）版『長野市街明細図（報知新聞新年付録）』
















時 寄贈者 人形の製造者 販売者 箱書・その他
写
真















































































4-1 紫宸殿右近之桜 250 1917 田中新之助 東光齋玉翁 紫宸殿附属品右近之桜左近之橘，大正六
年四月田中新之助ヨリ祝品ニテ附属ス，ラベ
ル⑥
4-2 紫宸殿左近之橘 250 1917 田中新之助 東光齋玉翁 紫宸殿附属品右近之桜左近之橘，大正六
年四月田中新之助ヨリ祝品ニテ附属ス，ラベ
ル⑥
5-1 豆内裏雛（男雛）100 1917 田中文平（邦
治父）
　 豆内裡，田中文平

































































































































































































































24-1 勧進帳（富樫） 160 1917 田中庫太 
（邦治弟）
　 勧進帳，大正六年四月，祝品田中庫太ヨリ
24-2 勧進帳（弁慶） 160 1917 田中庫太 
（邦治弟）
勧進帳，大正六年四月，祝品田中庫太ヨリ
24-3 勧進帳（義経） 140 1917 田中庫太 
（邦治弟）
　 勧進帳，大正六年四月，祝品田中庫太ヨリ












26-1 高砂（尉） 160 1917 小山たつ 高砂，大正六年四月，祝品小山たつヨリ
26-2 高砂（姥） 160 1917 小山たつ 高砂，大正六年四月，祝品小山たつヨリ
27-1 高砂（尉） 150 1917 田中とみ 高砂，大正六年四月，祝品田中とみヨリ
27-2 高砂（姥） 150 1917 田中とみ 高砂，大正六年四月，祝品田中とみヨリ
28-1 高砂（尉） 150 1917 塚田玉五郎 　 高砂，大正六年四月，祝品塚田玉五郎ヨリ
28-2 高砂（姥） 150 1917 塚田玉五郎 　 高砂，大正六年四月，祝品塚田玉五郎ヨリ
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34 官女狆曳 240 1925 田中蔵造 　 官女狆曳，大正十五年四月，祝品田中蔵造
35-1 二号三人官女 
（提銚子）
105 1925 田中八之助 　 官女，大正十五年四月，祝品田中八之助
35-2 二号三人官女 
（島台）
75 1925 田中八之助 　 官女，大正十五年四月，祝品田中八之助
35-3 二号三人官女 
（長柄銚子）
105 1925 田中八之助 　 官女，大正十五年四月，祝品田中八之助
36-1 五人囃子 
（平太鼓）

































































40 一号花車官女 130 1925 山崎芳郎 香月 花車官女，大正十五年四月，祝品山崎芳郎，
ラベル⑭
41 二号花車官女 130 1925 伊藤きく 　 花車官女，大正十五年四月，祝品伊藤きく
252
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190 1925 清水伊作 中越屋
（長野）
大正拾五年四月，祝品清水伊作，ラベル⑳ 　
46-1 羽衣（天女） 145 1925 田中瀬兵衛 天明斎曻月 羽衣，大正十五年四月，祝品田中瀬兵衛，
ラベル⑯
　
46-2 羽衣（男） 140 1925 田中瀬兵衛 天明斎曻月 羽衣，大正十五年四月，祝品田中瀬兵衛，
ラベル⑯
47-1 羽衣舞（天女） 150 1925 田中駒治 愛林堂観月 羽衣舞，大正十五年四月，祝品田中駒治，
ラベル⑮
47-2 羽衣舞（男） 120 1925 田中駒治 愛林堂観月 羽衣舞，大正十五年四月，祝品田中駒治，
ラベル⑮
48-1 小鍛冶（鍛冶屋）110 1925 赤田きそ 香月 小鍛冶，大正十五年四月，祝品赤田きそ，
ラベル⑭
32
48-2 小鍛冶（稲荷神）150 1925 赤田きそ 香月 小鍛冶，大正十五年四月，祝品赤田きそ，
ラベル⑭
32
49-1 太田道灌（道灌）150 1925 中沢類之助 香月 太田道灌，大正十五年四月，祝品中沢類
之助，ラベル⑭
49-2 太田道灌（娘） 110 1925 中沢類之助 香月 太田道灌，大正十五年四月，祝品中沢類
之助，ラベル⑭








51-1 花咲爺（武士） 160 1925 牧　寅助 花咲爺，大正拾五年四月，祝品牧寅助
51-2 花咲爺（爺） 130 1925 牧　寅助 花咲爺，大正拾五年四月，祝品牧寅助
52-1 鶴亀舞（鶴） 150 1925 田中庫太 幸月 鶴亀舞，大正十五年四月，祝品田中庫太，
ラベル⑰
52-2 鶴亀舞（亀） 110 1925 田中庫太 幸月 鶴亀舞，大正十五年四月，祝品田中庫太，
ラベル⑰
53-1 獅子舞（右） 150 1925 北沢きん 獅子舞，大正十五年四月，祝品北澤きん
53-2 獅子舞（左） 120 1925 北沢きん 獅子舞，大正十五年四月，祝品北澤きん
54-1 無銘（右） 110 1925 光永留松 大正十五年四月，祝品光永留松
54-2 無銘（左） 100 1925 光永留松 大正十五年四月，祝品光永留松
55-1 無銘（右） 110 1925 宮沢ゆき 東照斎明月（東京
日本橋十軒店）
大正十五年四月，祝品宮沢ゆき，ラベル⑧




























も全高が 20cm 台に達するのに対して大正期のそれは 10cm 台にとどまっている。三人官女・五人





2）」・「塚原卜伝・宮本武蔵試合（№ 15-1・15-2・写真 29）」・「太田道灌（№ 49-1・49-2）」などの武家
物が登場するというのも，この時期の流行を示すものなのかも知れないが，現代の感覚からすれば
女児の祝に，あまりふさわしい題材とはいえないことであろう。「高砂」が多くみられるというのも
この時代の特色で，計 5 点 10 体を確認することが出来る（№ 25-1 ～ 2・26-1 ～ 2・27-1 ～ 2・28-1
～ 2・50-1 ～ 2）。相生の松の精である尉と姥とが高砂の浜を清めているという決まりきったシーン
が描かれているが，もともとは能の物語であって，能・謡曲・狂言物の題材はあいかわらず多い。
「鶴亀（№ 11-1・11-2）」・「敦盛青葉之笛（№ 12）」・「末広（№ 14-1・14-2）」・「関の戸（№ 17-1・17-
2）」・「羽衣（№ 46-1・46-2）」・「小鍛冶（№ 48-1・48-2・写真 32）」なども，これに並ぶものであった
ろう。「勧進帳（№ 24-1 ～ 24-3）」は歌舞伎から，「鬼一法眼三略之巻（№ 21-1・21-2）」は浄瑠璃か
ら，「胡蝶ノ舞（№ 43-1 ～ 45-2・写真 31）」は雅楽から，「花咲爺（№ 51-1・51-2）」は昔話から，「神
功皇后（№ 29-1・29-2）」は神話から題材を得ている。特に「胡蝶ノ舞」は 3 点 6 体が見られ，やは
りこの時代の流行であったろう。「狆曳官女（№ 7・写真 28）・官女狆曳（№ 34）」といった明治期
以来のなじみの組人形もまた見られ，犬の狆が非常に写実的に作られるようになってくる。「和歌




















































































7・写真 33 ～ 45），玉舟（市原長太郎）のそれには，数々の博覧会に作品を出品して多くの褒賞
を得た旨の履歴が，こと細かく書き込まれていて興味深い（写真 33）。明月のラベルは，3 種類
を確認することができる（写真 34 ～ 36）。三越呉服店のそれには，作品名がいちいち刷られてい
たようで，いかにも近代的であった（写真 37）。販売業者のラベルとしては当然，在地大手の中


























販売 ⑱中越屋 漆器指物際物，中越屋，長野市西後町  

































ける同家の中心人物はもちろん，第 11 代当主田中太郎であって，その妻久美子との間に 3 女をも
うけており，その長女である田中洋子氏（現当主田中宏和氏夫人・田中本家博物館副館長）の出生
年は 1950 年（昭和 25 年）のことであった。その翌年の 1951 年（同 26 年）4 月には同氏の初節供
祝が盛大になされ，それを機に雛土蔵に眠っていたすべての雛人形コレクションをすべて取り出し，
1894 年（明治 27 年）の雛飾図にもとづいて飾りつけがなされ（写真 1），かつての雛祭りの様子が
忠実に再現されたということは，すでに述べた。また，洋子氏の母親である田中久美子の実家（長










（№ 2-1 ～ 3）がおり，左手が提銚子官女，中央が三方持官女，右手が長柄銚子官女となっていて，3
人の間には一対の高杯が置かれるが，本来はここに紅白の鏡餅が乗せられる。3 段目は五人囃子（№
3-1 ～ 5）で，左から平太鼓人・大皮鼓人・小鼓人・笛人・謡人が並ぶ。4 段目は供物棚で，御料本
膳と菱台が 1 対づつ置かれる。今日の一般的な飾り方では，それらの両端に随身 1 対が配置される
ことが多いが，ここでは随身（№ 4-1・4-2）は次の 5 段目に移されている。そして左大臣・右大臣
の間に，雛道具の鏡台・針箱が置かれるというのも，現代の標準的な様式から見れば，やや異色と
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写真46　昭和期の雛人形
№ 名称 計測値 購入時 購入者 写真
 1-1 内裏雛（男雛） 290 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 1-2 内裏雛（女雛） 290 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 2-1 三人官女（提銚子） 230 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 2-2 三人官女（三方） 160 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 2-3 三人官女（長柄銚子） 230 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 3-1 五人囃子（平太鼓） 155 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 3-2 五人囃子（大皮鼓） 185 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 3-3 五人囃子（小鼓） 185 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 3-4 五人囃子（笛） 155 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 3-5 五人囃子（謡） 155 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 4-1 随身（左大臣） 230 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 4-2 随身（右大臣） 230 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 5-1 仕丁（台笠） 150 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 5-2 仕丁（三方） 150 1951 田中久美子実家（上田市） 46
 5-3 仕丁（立傘） 150 1951 田中久美子実家（上田市） 46
6 潮汲 460 1951
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の収蔵品にその作品を残す東京市内の人形師らの名を抜き出してみたものである。見ての通り，先
の 13 業者のうちで，この時代になお存続していたものは，鳳雲斎玉舟・東光斎玉翁・東照斎明月・
























































長野県須坂市の高井郡旧郡役所市民交流室 2 において 2012 年 8 月 30 日におこなわれた。また，本
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（東京理科大学非常勤講師，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2014年12月1日受付，2015年 3 月19日審査終了）
田中太郎，1989『田中家の古文書』，ほおずき書籍株式会社．
東陽堂（編），1911「天下一品の雛」『風俗画報』№ 419，東陽堂．
上田市立博物館（編），2003『上田の雛人形』，上田市立博物館．
